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予算審査　1年間の事業内容をただす
町政のここが聞きたい〈11人が一般質問〉
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平成27年度一般会計予算
243億8,300万円で

会　　計　　名 本年度予算額 対　前　年　比

一 般 会 計 243億8,300万円 ▲70億2,100万円

国民健康保険特別会計 48億3,613万円 6億8,385万円

奨学資金貸付特別会計 905万1,000円 ▲182万円

公共下水道事業特別会計 31億7,828万4,000円 13億9,549万6,000円

土 地 取 得 特 別 会 計 513万2,000円 2,000円

介 護 保 険 特 別 会 計 28億8,745万5,000円 1億7,394万8,000円

介護認定審査会特別会計 695万8,000円 695万8,000円

わたり温泉鳥の海特別会計 8,691万8,000円 7,832万円

後期高齢者医療特別会計 3億3,656万2,000円 677万1,000円

工業用地等造成事業特別会計 4億5,648万2,000円 ▲8億8,449万7,000円

水道事業会計
収益的支出 8億7,968万8,000円 1,549万4,000円

資本的支出 4億9,073万3,000円 1億2,975万7,000円

平成27年度一般会計予算（震災関連分）

震災関連予算 143億7,771万9,000円 100%

災害復旧費 10億748万3,000円 7.0%

土 木 費 100億4,355万7,000円 69.9%

農林水産業費 25億1,158万2,000円 17.5%

総 務 費 3億3,931万3,000円 2.4%

民 生 費 2億217万1,000円 1.4%

教 育 費 1億3,310万1,000円 0.9%

商 工 費 6,651万4,000円 0.5%

衛 生 費 4,098万8,000円 0.3%

消 防 費 330万1,000円 0.02%

収 入 支 出

243億8,300万円

人件費（町長、議員、職員等の給与など）
（10.1%）　24億7,309万円

扶助費(生活保護費や児童手当てなど）
（5.9%）　14億4,266万円

補助費等（各団体への負担金など）
（12.0%）　29億3,290万円

普通建設事業費（47.0%）
114億6,225万円

公債費（借金の返済金）（3.5%）
8億4,656万円

物件費（委託料や消耗品など）
（10.2%）　24億8,789万円

繰出金（特別会計などへ繰出）（6.5%）
15億7,318万円

その他（積立金、災害復旧費など）
（4.8%）　11億6,443万円

繰入金（貯金） （41.9%）
102億1,389万円

地方交付税（25.0%）
60億8,651万円

国庫支出金（6.0%）
14億6,917万円

243億8,300万円

諸収入（1.4%）
3億2,838万円

町税（13.5%）
33億140万円

その他（0.4%）
1億332万円

町債（借金）（2.0%）
4億9,630万円

地方譲与税ほか
交付金等（2.9%）

7億373万円

県支出金（5.9%）
14億4,621万円

分担金及び使用料（1.0%）
2億3,406万円

平成27年度  一般会計予算額

３月定例会は２月26日から３月13日までの16日間の会期で開催されました。

町から提出された議案は、平成27年度一般会計予算など44件で、いずれも慎重

審議の結果すべて原案どおり可決しました。

また予算審議にあたっては議長を除く全議員で構成される予算審査特別委員会を

設置し、平成27年度各種会計予算を審査しました。

平成27年度一般会計予算は、東日本大震災からの復旧・復興
が町の最優先課題であるとして、昨年度に引き続き「震災復興
計画」に基づいて編成されています。
予算総額は243億8,300万円であり、対前年度比で22.4％減

少しましたが、以前として震災前の約2.5倍となる大規模予算と
なっています。
主な事業では、避難道路新設・整備事業に31億8,600万円、

防災公園整備事業に13億円、水産加工流通施設整備に12億8,600
万円となっています。

当初予算概要

対前年度比　22.4％減
新年度事業をスタート

27年度予算27年度予算
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る
か
。

企
画
財
政
課　
公
共
交
通
会

議
の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問　
第
４
次
総
合
発
展
計
画

の
26
～
27
年
度
の
実
施
計
画

の
中
に
町
内
３
駅
舎
の
改
修

工
事
が
入
っ
て
い
る
が
。

企
画
財
政
課　
Ｊ
Ｒ
と
協
議

が
整
い
次
第
、
実
施
設
計
の

段
階
で
予
算
化
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

問　
公
共
ゾ
ー
ン
整
備
事
業

の
委
託
は
ど
の
よ
う
な
内
容

を
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課　
庁
舎
整
備
の

問
題
点
を
含
め
、
建
設
の
必

要
性
や
基
本
的
な
考
え
方
、

機
能
、
規
模
に
つ
い
て
検
討

し
、
整
備
方
針
を
取
り
ま
と

め
る
も
の
で
す
。

問　
防
犯
灯
修
繕
・
設
置
工

事
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

総
務
課　
行
政
区
か
ら
要
望

が
出
さ
れ
て
い
る
順
番
に
進

め
て
い
く
計
画
と
な
っ
て
お

り
、
27
年
度
は
約
５
０
０
基

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
予
定
で
す
。
最

終
年
度
は
29
年
度
に
な
り
ま

す
。

問　
町
民
乗
合
自
動
車
の
岩

沼
駅
へ
の
乗
り
入
れ
は
、
乗

り
こ
ぼ
し
に
よ
る
不
満
が
出

な
い
よ
う
に
運
行
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

企
画
財
政
課　
乗
り
こ
ぼ
し

対
策
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問　
今
後
、
仮
設
住
宅
か
ら

災
害
公
営
住
宅
へ
と
住
環
境

が
大
き
く
変
わ
る
が
、
そ
れ

に
伴
う
町
民
バ
ス
路
線
と
停

留
所
の
見
直
し
の
考
え
は
あ

２
０
１
５
年
の
重
点
事
業

クローズ
アップ

①住民基本台帳ネットワークシステム整備
事業� 1,068万円

②公共ゾーン整備事業費� 1,398万円
③町民乗合自動車運行事業（広域運行分）
� 300万円

①子ども医療費支給経費� 1,068万円
②亘理児童クラブ定員拡大事業費
　（緊急雇用）� 989万円
③地域コミュニティ活動を活用した被災者
生活支援事業� 2,999万円

①水産加工流通施設整備事業
� 12億8,625万円
②亘理町いちご団地造成事業費
　（防風ネット設置工事）� 4,714万円
③ほ場整備推進対策事業費� 956万円

①避難道路新設・整備事業� 31億8,600万円
②防災公園整備事業� 13億　 49万円
③津波浸水区域支援事業費� 13億1,000万円

①鳥の海公園災害復旧事業
　（陸上競技場・野球場）� 3億9,068万円
②鳥の海公園災害復旧造成工事
� 2億8,400万円
③荒浜小学校プール災害復旧事業
� 1億8,280万円

①学校給食センター管理運営経費
� 2億2,290万円
②図書館・郷土資料館管理運営経費
� 7,542万円
③私立幼稚園就園奨励費補助金� 4,357万円

27年度
予算質疑 １年間の事業内容をただす

小
野
一
雄
議
員

海
岸
緩
衝
緑
地
帯
の
整

備
に
つ
い
て

問　
荒
浜
地
区
海
岸
緩
衝
緑

地
帯
の
整
備
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
課
長　
荒

浜
地
区
の
海
岸
堤
防
に
沿
っ

た
内
陸
側
に
Ｔ
Ｐ
10
ｍ
の
海

岸
緩
衝
緑
地
帯
を
整
備
し
ま

す
。
公
園
緑
地
ゾ
ー
ン
は
防

災
施
設
と
し
て
の
機
能
を
持

た
せ
、
散
策
路
、
花
畑
、
再

生
樹
林
を
配
置
し
て
い
き
ま

す
。

観
光
業
の
振
興
に
つ
い
て

問　
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
を

核
と
し
た
、
交
流
人
口
を
図

る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

商
工
観
光
課
長　
「
鳥
の
海

ふ
れ
あ
い
市
場
」
や
「
荒
浜

に
ぎ
わ
い
回
廊
商
店
街
」
と

連
携
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
企

画
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

鞠
子
幸
則
議
員

大
震
災
か
ら
の
復
旧・復

興
の
重
点
事
業
は

問　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
お
け
る
平
成

27
年
度
の
重
点
事
業
は
何

か
。

企
画
財
政
課
長　
本
町
の
津

波
防
災
対
策
の
要
と
し
て
、

避
難
道
路
、
か
さ
上
げ
道
路

５
路
線
の
整
備
に
当
初
予
算

で
31
億
８
６
０
０
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆

さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、
１
日
も
早
い
完

成
を
目
指
し
最
優
先
で
取
り

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
沿
岸
部
で
逃
げ
遅

れ
た
方
の
緊
急
的
な
避
難
場

所
と
し
て
、
荒
浜
地
区
に
１

カ
所
、
吉
田
地
区
に
３
カ
所

の
避
難
丘
を
整
備
す
る
防
災

公
園
整
備
事
業
の
採
択
を
受

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
両
地

区
の
住
民
を
は
じ
め
観
光
客

の
方
々
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
重
点
的
に
取
り
組

み
ま
す
。 総

括
質
疑

……………… 主な使い道 ………………
◦公共ゾーン整備事業� 1,400万円
◦防犯灯修繕設置・維持管理事業� 3,100万円
◦町民乗合自動車運行事業費（広域分）� 300万円

ＪＲ亘理駅 長瀞小学校の給食風景

鳥の海公園災害復旧事業

避難道路　町道五十刈線

水産加工流通施設（漁具倉庫）

中央児童センター

公共ゾーン

27年度予算予算審査特別委員会

総 務 企 画

5 42015.５　わたり議会だより127号 2015.５　わたり議会だより127号



問　
法
人
町
民
税
が
対
前
年

費
で
２
１
９
２
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
る
理
由
は
。

税
務
課　
大
規
模
な
復
興
事

業
が
減
っ
て
い
る
こ
と
で
、

法
人
税
割
の
減
収
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

問　
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
区
域
は
。

税
務
課　
農
地
除
塩
作
業
・

ほ
場
整
備
事
業
が
終
了
し
て

い
な
い
田
畑
は
、
課
税
減
免

の
予
定
で
す
。

問　
入
湯
税
６
９
４
万
円
の

算
出
根
拠
は
。

商
工
観
光
課　
温
泉
の
開
館

見
込
み
を
３
４
７
日
と
し

て
、
１
日
平
均
来
客
見
込
み

数
４
０
０
人
に
入
湯
税
50
円

を
乗
じ
た
金
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

問　
広
域
運
行
乗
合
自
動
車

（
亘
理
―
岩
沼
間
）
の
使
用

料
の
算
出
根
拠
は
。

企
画
財
政
課　
広
域
運
行
乗

合
自
動
車
は
28
人
乗
り
の
さ

ざ
ん
か
号
を
使
用
し
、１
日

当
た
り
17
人
の
乗
車
を
想
定

し
、１
人
当
た
り
５
０
０
円
の

使
用
料
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問　
被
災
旧
家
に
残
る
遺
産

保
存
に
つ
い
て
予
算
化
さ
れ

て
い
な
い
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課　
津
波
被
害
に

あ
っ
た
文
化
財
は
宮
城
県
の

補
助
金
で
あ
る
被
災
博
物
館

等
再
興
事
業
費
で
修
復
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問　
空
き
店
舗
活
用
推
進
事

業
補
助
金
が
２
８
０
万
円
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内

訳
は
。

商
工
観
光
課　
空
き
店
舗
の

改
修
費
80
万
円
と
、
賃
借
料

と
し
て
月
５
万
円
を
補
助
す

る
事
業
で
今
年
度
は
２
軒
分

で
す
。

問　
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
管

理
運
営
費
委
託
料
と
管
理
費

委
託
料
を
合
わ
せ
る
と
約
２

７
０
０
万
円
に
な
る
が
、
こ

の
委
託
料
で
賄
え
る
の
か
。

商
工
観
光
課　
十
分
賄
え
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　
青
年
就
農
給
付
金
と
し

て
５
２
５
万
円
計
上
し
て
い

る
が
、ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

ま
た
、
こ
の
予
算
の
算
出
根

拠
は
。

農
林
水
産
課　
45
歳
ま
で
に

新
規
就
農
ま
た
は
親
か
ら
の

独
立
継
承
を
さ
れ
た
場
合
に

国
か
ら
給
付
さ
れ
る
制
度
で

す
。
町
内
で
は
３
件
の
申
請

が
あ
り
、
１
５
０
万
円
が
２

件
、
２
２
５
万
円
が
１
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問　
県
営
農
地
整
備
事
業
で

は
震
災
以
降
７
カ
所
の
ほ
場

整
備
を
行
っ
て
い
る
が
、
26

年
度
末
に
は
何
％
完
了
す
る

の
か
。

農
林
水
産
課　
今
年
度
末
で

完
了
が
５
１
３
㌶
に
な
り
ま

す
の
で
、
43
％
弱
に
な
り
ま

す
。

問　
い
ち
ご
フ
ァ
ー
ム
運
営

事
業
委
託
料
が
昨
年
度
よ
り

大
き
く
減
っ
て
い
る
理
由

は
。

農
林
水
産
課　
国
の
緊
急
雇

用
創
出
事
業
を
活
用
し
て

行
っ
て
お
り
、
こ
の
制
度
は

３
年
間
と
い
う
制
約
が
あ

り
、
活
用
で
き
る
期
間
が
12

月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
民
生
委
員
協
議
会
補
助

金
と
し
て
６
９
６
万
円
ほ
ど

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

補
助
金
の
使
途
は
。

福
祉
課　
研
修
会
の
費
用
や

個
人
・
部
会
の
活
動
費
と
し

て
協
議
会
へ
補
助
す
る
も
の

で
す
。

問　
荒
浜
・
吉
田
保
育
所
仮

園
舎
の
今
後
の
利
活
用
は
。

福
祉
課　
荒
浜
保
育
所
仮
園

舎
は
撤
去
し
、
吉
田
保
育
所

仮
園
舎
は
新
た
な
児
童
施
設

と
し
て
利
用
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

問　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設

置
等
事
業
は
何
世
帯
を
予
定

し
て
い
る
の
か
。

福
祉
課　
27
年
度
の
設
置
工

事
は
15
世
帯
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

問　
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
費
補

助
金
の
内
訳
は
。

福
祉
課　
実
際
に
活
動
し
て

い
る
老
人
ク
ラ
ブ
に
支
給
す

る
も
の
で
、
１
人
当
た
り
８

６
０
円
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

問　
平
成
27
年
度
の
敬
老
式

典
は
ど
の
よ
う
な
形
態
で
行

わ
れ
る
の
か
。

福
祉
課　
昨
年
度
同
様
、
１

カ
所
の
会
場
で
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
障
が
い
者
福
祉
費
の
中

の
就
労
継
続
支
援
事
業
は
昨

年
度
か
ら
比
較
し
て
約
３
５

０
０
万
円
増
え
て
い
る
が
、

新
た
な
事
業
所
が
増
え
た
の

か
。

福
祉
課　
事
業
所
数
は
増
え

て
い
な
い
の
で
す
が
、
吉
田

地
区
に
あ
る
「
エ
イ
ム
亘

理
」
の
事
業
形
態
が
変
更
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
利
用

す
る
方
が
増
え
た
も
の
で

す
。

す
。
完
了
は
32
年
度
を
目
標

に
進
め
て
い
ま
す
。

問　
公
共
下
水
道
区
域
が
見

直
さ
れ
、
除
外
さ
れ
た
区
域

は
合
併
浄
化
槽
で
対
応
す
る

と
い
う
事
だ
が
、
汚
水
の
排

水
整
備
の
考
え
は
。

上
下
水
道
課　
各
水
路
管
理

者
と
協
議
し
て
、
今
後
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

問　
交
通
安
全
施
設
工
事
請

負
費
２
千
万
円
は
ど
の
よ
う

な
事
業
な
の
か
。

都
市
建
設
課　
区
画
線
、
道

路
照
明
灯
、
防
護
柵
、
道
路

反
射
鏡
、
視
線
誘
導
線
の
設

置
が
主
な
工
事
で
す
。

問　
防
災
集
団
移
転
先
の
集

会
所
の
事
業
費
は
計
上
さ
れ

て
い
な
い
が
、
な
ぜ
予
算
化

し
な
い
の
か
。
ま
た
、
建
設

す
る
と
す
れ
ば
い
つ
に
な
る

の
か
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
課　
防
災

集
団
移
転
事
業
に
よ
る
集
会

所
の
建
設
費
は
26
年
度
に
予

算
化
し
て
い
ま
し
た
が
、
設

計
内
容
が
ま
と
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
26
年
度
予
算
を

27
年
度
に
繰
り
越
し
ま
す
。

問　

団
地
別
の
繰
越
金
額

は
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
課　
亘
理

江
下
団
地
、
吉
田
舟
入
北
団

地
、
荒
浜
中
野
団
地
の
３
団

地
で
総
額
７
２
０
０
万
円
で

す
。

問　
平
成
27
年
度
の
下
水
道

普
及
率
は
。
ま
た
、
整
備
完

了
は
い
つ
か
。

上
下
水
道
課　

27
年
度
は

76
％
前
後
を
見
込
ん
で
い
ま

……………… 主な使い道 ………………
◦公園管理事業� 4,620万円
◦交通安全施設整備事業� 2,870万円
◦河川整備事業� 2,800万円

……………… 主な使い道 ………………
◦スクールバス運行業務委託料� 3,480万円
◦国際交流事業� 960万円
◦文化財発掘事業� 220万円

……………… 主な使い道 ………………
◦障がい者福祉事業� 4億2,080万円
◦定期予防接種等事業� 6,580万円
◦若人・肝炎ウイルス・各種がん検診等事業
� 2,870万円

……………… 主な使い道 ………………
◦用排水路管理事業� 3,330万円
◦生産調整推進対策事業� 2,000万円
◦空き店舗活用推進事業補助金� 280万円

亘理公園

完成した荒浜保育所

営農座談会

阿武隈川舟運由来史跡（荒浜小学校）

収
　
入

予算審査特別委員会 予算審査特別委員会

産 業 観 光

教 育 文 化 保 健 福 祉

生 活 環 境
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鈴
木
邦
昭
議
員　
保
管
場
所

と
故
障
の
際
の
費
用
負
担

は
。

農
林
水
産
課
長　
保
管
場
所

は
大
畑
浜
営
農
組
合
と
野
地

集
団
組
合
で
す
。無
償
貸
与
に

な
り
、保
守
管
理
費
用
は
組
合

負
担
と
な
り
ま
す
。

提
案
理
由　

農
業
用
機
械

施
設
（
田
植
機
・
ト
ラ
ク

タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
）
を
整

備
す
る
た
め
の
契
約
で
す
。

▼
請
負
金
額

　
２
５
３
３
万
１
２
０
０
円

▼
請
負
業
者

　

�

み
や
ぎ
亘
理
農
業
協
同
組

合
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

福
祉
課
長　

制
度
の
内
容
、

あ
り
方
も
含
め
て
、
県
の
会

議
の
中
で
意
見
を
発
し
て
い

き
ま
す
。

提
案
理
由　
平
成
27
年
度
か

ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
保
険

事
業
計
画
で
、
３
年
間
の
給

付
に
不
足
が
生
じ
る
た
め
、

保
険
料
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

鞠
子
幸
則
議
員　
介
護
保
険

の
開
始
前
は
国
の
負
担
が

50
％
で
、
現
在
は
25
％
で
あ

る
。
国
へ
財
政
支
援
を
要
望

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
ま
た
、
近
隣
市
町
の
消
防

団
員
の
日
当
額
は
。

総
務
課
長　
現
職
の
消
防
団

員
の
方
々
や
近
隣
の
方
々
か

ら
の
お
声
掛
け
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
広
報
紙
を
活

用
し
て
、
募
集
の
お
知
ら
せ

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
日
当
額
は
山
元
町

が
１
２
０
０
円
と
な
っ
て
お

り
、
名
取
市
、
岩
沼
市
は
本

町
よ
り
も
数
百
円
ほ
ど
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

提
案
理
由　
消
防
団
員
の
定

数
を
５
３
０
人
か
ら
４
６
０

人
へ
削
減
し
、
日
当
を
１
２

０
０
円
か
ら
２
千
円
へ
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

鞠
子
幸
則
議
員　
消
防
団
員

を
今
後
ど
の
よ
う
に
確
保
す

る
の
か
。

提
案
理
由　
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の

減
便
に
伴
い
、
岩
沼
駅
か
ら

逢
隈
駅
、亘
理
駅
を
経
由
し
、

浜
吉
田
駅
ま
で
の
乗
合
自
動

車
を
運
行
す
る
た
め
の
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
使
用
料
（
運
賃
）

　
１
乗
車
に
つ
き
、

　
大
人
５
０
０
円

　
小
・
中
学
生
２
５
０
円

　
未
就
学
児
無
料

▼
運
行
回
数

　

�

午
後
11
時
台
１
日
１
便
の

み
（
休
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

鞠
子
幸
則
議
員　
使
用
料
の

減
免
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
場
合
な
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
災
害
が
発

生
し
た
時
な
ど
、
緊
急
的
に

乗
合
自
動
車
を
運
行
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
な
ど
で
す
。

佐
藤
正
司
議
員　
臨
時
福
祉

給
付
金
が
約
１
億
円
減
額
さ

れ
て
い
る
が
、
何
人
が
該
当

者
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長　
12
月
末
ま
で
申

請
期
間
を
延
長
し
、
該
当
者

は
５
９
９
１
人
で
し
た
。

鞠
子
幸
則
議
員　
舞
台
ア
グ

リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
㈱
の
精

米
工
場
建
設
工
事
が
遅
れ
て

い
る
要
因
は
。

企
画
財
政
課
長　
建
築
資
材

の
調
達
の
遅
れ
が
要
因
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

髙
野
孝
一
議
員　
平
成
27
年

度
へ
の
繰
越
事
業
が
多
い
理

由
は
。

上
下
水
道
課
長　
計
画
策
定

に
時
間
を
要
し
て
し
ま
い
、

発
注
時
期
が
遅
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
な
ど
が
原
因
で
す
。

鞠
子
幸
則
議
員　
農
村
地
域

復
興
再
生
基
盤
総
合
整
備
事

業
と
は
。

農
林
水
産
課
長　
県
営
事
業

と
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る

鳥
の
海
湾
内
の
排
水
樋
門
４

カ
所
の
情
報
基
盤
施
設
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

18億3,284万円を減額し、
総額346億7,685万円に
工業用地等造成事業特別会計繰出金4億5,600万円の追加
臨時福祉給付金1億235万円の減額など

平成26年度３月補正予算の主な事業
・亘理町工業用地等造成事業特別会計繰出金� 4億5,600万円
・県営農地整備事業費� 630万円
・臨時福祉給付金経費� ▲1億  235万円
・認可外保育施設運営事業費補助金� 140万円
・亘理町公共下水道事業特別会計繰出金� 340万円

公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正

消

防

団

の

定

員

削

減

介
護
保
険
料

の
引
き
上
げ

工
業
用
地
等
造
成

事
業
特
別
会
計

排
水
樋
門
の
管
理

臨
時
福
祉
給
付
金吉田浜排水機場

工業用地造成事業

一般会計
補正予算

物
品
購
入
契
約

春季消防演習

デイサービスセンター　おおくま荘

新規
条例
さざんか号の岩沼駅への
乗り入れ

12月定例会 12月定例会
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提
案
理
由　
４
月
か
ら
新
園

舎
で
再
開
さ
れ
る
吉
田
保
育

所
、
荒
浜
保
育
所
、
荒
浜
児

童
館
の
保
育
備
品
を
購
入
す

る
も
の
で
す
。

▼
契
約
金
額　

　
１
３
６
９
万
４
４
０
０
円

▼
請
負
業
者

　
㈱
北
文
社
柴
田
営
業
所

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

提
案
理
由　
避
難
道
路
で
あ

る
町
道
五
十
刈
線
の
改
良
工

事
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
契
約
金
額　

　
１
億
３
５
０
０
万
円

▼
請
負
業
者

　

�

千
石
建
設
・
宮
城
林
産
・

木
村
建
設
復
興
Ｊ
Ｖ

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
と

し
て
、

片
　
平
　
洋
　
之
　
氏

大
　
槻
　
久
美
子
　
氏

横
　
山
　
拓
　
子
　
氏

の
３
人
を
推
薦
す
る
こ
と
に

全
員
賛
成
で
決
定
し
ま
し
た
。

提
案
理
由　
災
害
公
営
住
宅

建
設
の
資
材
や
労
務
単
価
の

上
昇
に
よ
る
予
算
不
足
な
ど

１
億
７
千
万
円
の
追
加
や
、

避
難
道
路
で
あ
る
町
道
五
十

刈
線
整
備
事
業
が
平
成
27
年

度
に
ま
た
が
る
た
め
、
２
億

１
４
０
０
万
円
を
減
額
し
、

27
年
度
に
工
事
を
繰
り
越
す

も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

１月臨時会は１月13日に開催されました。

町からは一般会計補正予算など議案５件、報告１件が提出され、慎

重審議の結果、すべて原案どおり可決しました。

主な内容を紹介します。

２月臨時会は２月９日に開催されました。
町からは吉田保育所・荒浜保育所・児童館の保育備品購入契約と、避
難道路町道五十刈線の工事請負契約の議案２件が提出され、慎重審議
の結果、すべて原案どおり可決しました。
主な内容を紹介します。

１月
臨時会

２月
臨時会

3,776万円を減額し、

・災害公営住宅（集合形式）建設業務委託事業　1億7,300万円
・商業施設整備事業　290万円の追加など

365億969万円に

町
道
五
十
刈
線
の

道

路

改

良

一
般
会
計
補
正

農
業
委
員
会
委
員

物
品
購
入
契
約

上浜街道災害公営住宅

荒浜保育所の厨房室

平成27年１月　第36回臨時会　議案等の審議結果
○：賛成　　×：反対　　議：議長　　欠：欠席　　退：退席　　除：除斥　　無記名投票：無記名投票

※議長は採決に加わりません。

議案等番号 件　　　　　　名

議

決

月

日

出

席

者

数

表

決

者

数

賛

成

反

対

議

決

結

果

議　　　　　員　　　　　名　　　　（　議　席　番　号　順　）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
鈴　

木　

洋　

子

髙　

野　

孝　

一

熊　

田　

芳　

子

小　

野　

一　

雄

佐　

藤　

正　

司

安　

藤　

美
重
子

百　

井　

い
と
子

渡

邉

重

益

鈴

木

邦

昭

渡

邉

健

一

四

宮

規

彦

高　

野　
　
　

進

熊　

澤　
　
　

勇

佐　

藤　

ア　

ヤ

高　

橋　
　
　

晃

鞠　

子　

幸　

則

佐　

藤　
　
　

實

安　

細　

隆　

之

議案第１号 工事請負契約の締結について（平成26年度亘理
第５－１号汚水枝線（その２）工事） 1/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第２号 工事請負契約の締結について（平成26年度亘理
第５－３号汚水幹線工事） 1/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第３号 工事請負変更契約の締結について（平成26年度
亘理町立荒浜保育所・児童館災害復旧工事） 1/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第４号 宮城県市町村自治振興センター規約の変更について 1/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第５号 平成26年度亘理町一般会計補正予算（第８号） 1/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

平成27年３月　第38回定例会　議案等の審議結果
議案第８号 亘理町新型インフルエンザ等対策本部条例 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第９号 亘理町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第10号 亘理町特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の保育等に関する条例 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第11号
亘理町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営
並びに指定介護予防等に係る介護予防のための効
果的な支援の方法に関する基準を定める条例

3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第12号 亘理町地域包括支援センターの人員及び運営に
関する基準を定める条例 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第13号 亘理町介護認定審査会特別会計条例 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第14号 亘理町介護保険条例の一部を改正する条例 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第15号 亘理町地域包括支援センター条例の一部を改正する条例 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第16号 亘理町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第17号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改
正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第18号 亘理町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末
手当に関する条例の一部を改正する条例 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第19号 亘理町一般職の任期付職員の採用等に関する条
例の一部を改正する条例 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第20号 亘理町企業職員の給与の種類及び基準に関する
条例の一部を改正する条例 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第21号 亘理町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関
する条例の一部を改正する条例 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第22号 亘理町町税条例の一部を改正する条例 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第23号 亘理町町営住宅条例の一部を改正する条例 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第24号 道路法施行令の一部を改正する政令の施行に伴
う関係条例の整理に関する条例 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第25号 物品購入契約の締結について（平成26年度（復交）農業
用機械施設（田植機・コンバイン・トラクター）整備事業） 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第26号 物品購入契約の締結について（平成26年度（復交）農業用機
械施設（ミニライスセンター内部機器）整備事業その２） 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第27号 町道の路線認定について 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第28号 平成26年度亘理町一般会計補正予算（第９号） 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第29号 平成26年度亘理町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第30号 平成26年度亘理町公共下水道事業特別会計予算（第３号） 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第31号 平成26年度亘理町介護保険特別会計補正予算（第３号） 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第32号 平成26年度亘理町工業用地等造成事業特別会
計補正予算（第５号） 3/2 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第33号 平成27年度亘理町一般会計予算 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第34号 平成27年度亘理町国民健康保険特別会計予算 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第35号 平成27年度亘理町奨学資金貸付特別会計予算 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第36号 平成27年度亘理町公共下水道事業特別会計予算 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第37号 平成27年度亘理町土地取得特別会計予算 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第38号 平成27年度亘理町介護保険特別会計予算 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第39号 平成27年度亘理町介護認定審査会特別会計予算 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第40号 平成27年度わたり温泉鳥の海特別会計予算 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第41号 平成27年度亘理町後期高齢者医療特別会計予算 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第42号 平成27年度亘理町工業用地等造成事業特別会計予算 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第43号 平成27年度亘理町水道事業会計予算 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第44号 亘理町広域運行乗合自動車条例 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第45号 亘理町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第46号 亘理町児童館条例の一部を改正する条例 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第47号 亘理町立保育所条例の一部を改正する条例 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第48号 亘理町放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第49号 工事請負契約の締結について（平成26年度　23都災第2956
号亘理第３処理分区（その１）第一工区災害復旧工事（繰越）） 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第50号 平成26年度亘理町一般会計補正予算（第10号） 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第51号 平成27年度亘理町一般会計補正予算（第１号） 3/13 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

平成27年２月　第37回臨時会　議案等の審議結果
議案第６号 工事請負契約の締結について（平成26年度（復

交）町道五十刈線道路改良工事） 2/9 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第７号 物品購入契約の締結について（平成26年度亘理
町立吉田保育所外新園舎被災保育備品購入事業） 2/9 18 17 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

審 議 結 果 １・２月臨時会
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町政のここが聞きたい 一 般 質 問

部
屋
が
ま
す
ま
す
増
加
し
、

居
住
者
の
安
全
面
・
衛
生
面

の
確
保
が
困
難
に
な
る
こ
と

か
ら
、
仮
設
住
宅
の
集
約
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
最
後
の
災
害
公
営
住
宅
が

６
月
に
完
成
す
る
こ
と
か

ら
、
引
越
し
な
ど
も
考
慮
し

て
、
10
月
頃
に
は
集
約
の
場

所
な
ど
も
含
め
、
方
向
性
を

示
し
て
い
き
ま
す
。

問　
仮
設
住
宅
は
集
約
す
る

の
か
。
集
約
す
る
場
合
、
い

つ
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
集
約

す
る
の
か
。

町
長　
１
月
末
現
在
で
は
、

プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
の
建
設

戸
数
１
１
２
６
戸
に
対
し

て
、
５
３
２
戸
が
入
居
し
て

お
り
、
建
設
当
時
の
約
半
数

が
空
き
部
屋
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
今
後
、
災
害
公
営
住
宅
へ

の
入
居
が
可
能
に
な
る
と
、

プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
の
空
き

て
い
ま
す
。
補
助
金
が
使
わ

れ
設
備
さ
れ
た
施
設
の
整
備

更
新
に
つ
い
て
も
補
助
対
象

外
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
い
ち
ご
団
地

の
状
況
を
考
慮
し
、
活
用
で

き
る
補
助
金
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
国
・

県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

す
。
現
行
の
国
・
県
の
補
助

制
度
で
は
、
資
産
の
形
成
に

直
接
つ
な
が
る
土
地
の
買
い

上
げ
は
補
助
対
象
外
と
な
っ

問　

い
ち
ご
団
地
に
つ
い

て
、
生
産
者
が
地
権
者
か
ら

借
り
て
い
る
農
地
を
買
い
上

げ
る
際
や
耐
用
年
数
が
過
ぎ

た
設
備
の
更
新
の
際
に
補
助

金
を
支
給
す
る
よ
う
国
・
県

に
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
い
ち
ご
団
地
の
入
植

者
の
方
々
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
入
植
の
条
件
を
提
示
し

て
い
ま
す
。
そ
の
条
件
の

中
で
、
農
地
の
買
い
上
げ

と
、
設
備
更
新
は
自
己
負
担

で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
質
問
の
内
容
は
、
い
ち

ご
団
地
建
設
の
際
に
、
県
の

担
当
者
に
相
談
し
て
い
ま

鞠　
子　
幸　
則  

議
員

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

鞠子幸則議員････････････････････ 13P
・いちご団地　農地の買い上げ、設備更新に補助を
・仮設住宅　集約はいつまで

四宮規彦議員････････････････････ 14P
・避難道路　橋本堀添線の工事完了年度は
・鳥の海湾防災緑地整備　かさ上げ工事の内容は
・太陽光発電事業の事業収入は

鈴木邦昭議員････････････････････ 15P
・空き家対策について
・東郷仮設店舗の引越しについて
・校内での暴漢に対する安全対策は

佐藤アヤ議員････････････････････ 16P
・本町での地方創生の取り組みは
・小・中学校に司書の配置は

佐藤　實議員････････････････････ 17P
・復興事業にかかる用地取得の進捗は
・震災メモリアル施設の建設は

高野　進議員････････････････････ 18P
・友好都市交流に「町民号」復活を
・わたり温泉の運営方針　経営コンサルタント等に依頼を

佐藤正司議員････････････････････ 19P
・被災旧家に残る遺産の保存は

小野一雄議員････････････････････ 20P
・地区体育館　生涯スポーツの振興について

髙野孝一議員････････････････････ 21P
・新公認マラソンコースの設定は
・太陽光発電施設の誘致　町への貢献は

百井いと子議員･･････････････････ 22P
・働く婦人の家の改修構想は

高橋　晃議員････････････････････ 23P
・子どもの権利条例を制定しては

鈴木洋子議員････････････････････ 24P
・成人式の運営について

「一般質問」は町長に対し、将来に向けての考えなどを
質
ただ

すものです。今回は12人の議員が登壇し行いました。

問
質

一
般

いちご団地

原
則
対
象
外

農
地
の
買
い
上
げ
、設
備
更
新
に
補
助
を

10月までに方向性を示す
仮設住宅　集約はいつまで

いちごファームでの摘み取り作業

中央工業団地仮設住宅
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町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい一 般 質 問 一 般 質 問

問　
太
陽
光
発
電
事
業
に
お

け
る
土
地
利
用
計
画
の
進
捗

状
況
は
。

町
長　

施
設
用
地
と
し
て

74
・
９
㌶
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
亘
理
町
復
興
整
備
協
議

会
で
56
・
４
㌶
の
農
地
転
用

許
可
の
特
例
措
置
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
事
業
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

問　

事
業
収
入
の
見
込
み

は
。

町
長　
事
業
主
体
で
あ
る
山

佐
㈱
で
は
年
間
の
売
電
収
入

を
約
20
億
円
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

問　
こ
の
事
業
は
町
に
ど
の

よ
う
な
利
益
を
も
た
ら
す
の

か
。

町
長　
被
災
地
の
土
地
の
有

効
活
用
、
災
害
時
の
電
力
供

給
、
農
業
復
興
関
係
へ
の
寄

与
、地
域
防
災
力
へ
の
貢
献
、

環
境
教
育
の
普
及
、
経
済
の

活
性
化
と
税
収
増
な
ど
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

う
計
画
で
す
。

　
一
方
、
長
瀞
浜
排
水
機
場

か
ら
大
畑
浜
排
水
機
場
東
側

ま
で
は
防
潮
堤
に
隣
接
す
る

形
で
同
様
に
Ｔ
Ｐ
５
・
０
㍍

の
胸
壁
を
設
置
す
る
計
画
で

す
。

　
事
業
費
は
盛
土
区
間
の
用

地
買
収
費
と
し
て
約
４
億

円
、
工
事
費
等
と
し
て
約
24

億
円
で
す
。
胸
壁
区
間
の
事

業
費
は
約
14
億
円
と
な
り
、

総
額
約
42
億
円
と
な
り
ま

す
。

問　
鳥
の
海
湾
内
の
か
さ
上

げ
工
事
の
内
容
と
工
事
費
の

概
算
額
は
。

町
長　
鳥
の
海
湾
内
の
か
さ

上
げ
工
事
は
防
潮
堤
か
ら
約

１
・
４
㍍
高
く
な
っ
て
Ｔ
Ｐ

３
・
６
㍍
に
な
り
ま
す
。

　
湾
の
防
災
緑
地
の
工
事
は

９
号
排
水
路
鷲
穴
樋
門
か
ら

長
瀞
浜
排
水
機
場
ま
で
と
、

大
畑
浜
排
水
機
場
東
側
か
ら

東
新
堀
樋
門
ま
で
は
防
潮
堤

と
管
理
道
路
か
ら
内
陸
部
に

Ｔ
Ｐ
５
・
０
㍍
の
盛
土
を
行

問　
橋
本
堀
添
線
道
路
事
業

の
計
画
変
更
の
可
能
性
と
工

事
完
了
年
度
は
。

町
長　
現
在
、
南
側
か
ら
１

６
４
０
㍍
の
区
間
に
お
け
る

盛
土
工
事
を
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
、
残
り

の
２
５
１
０
㍍
の
区
間
に
お

い
て
は
用
地
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
ま
す
の
で
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
完
成
目

標
は
平
成
30
年
度
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
小
学
校
に
突
如
、
不
審

者
や
暴
漢
が
侵
入
し
て
き
た

時
の
児
童
を
守
る
安
全
対
策

は
。

教
育
長　
教
職
員
が
有
事
に

備
え
、
対
応
で
き
る
よ
う
学

校
独
自
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。

問　
昨
年
12
月
、
群
馬
県
常

磐
町
の
中
央
小
学
校
に
刃

物
を
持
っ
た
男
が
侵
入
し
、

６
人
の
先
生
が
「
さ
す
ま

た
」
で
取
押
さ
え
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
本
町

小
学
校
の
「
さ
す
ま
た
」
の

設
置
状
況
は
。

教
育
長　
亘
理
小
８
本
、
荒

浜
小
２
本
、
吉
田
小
９
本
、

長
瀞
小
２
本
、逢
隈
小
２
本
、

高
屋
小
４
本
と
な
っ
て
い
ま

す
。

再
質
問　

２
本
と
い
う
学
校

が
あ
る
が
、２
本
で
取
り
押
さ

え
る
事
が
で
き
る
の
か
。群
馬

県
中
央
小
学
校
で
は
、６
人

の
先
生
で
取
り
押
さ
え
て
も
、

暴
れ
て
い
た
と
聞
い
た
が
。

教
育
長　
最
低
２
本
あ
れ
ば

前
後
か
ら
挟
み
打
ち
し
、
十

分
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

学
校
長
の
判
断
に
よ
り
防
犯

上
、
必
要
と
あ
れ
ば
、
学
校

の
判
断
で
増
や
す
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

町
長　
３
月
末
ま
で
に
は
厳

し
い
方
で
も
年
内
中
に
は
再

開
で
き
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で

す
の
で
、
再
開
で
き
る
時
期

ま
で
再
延
長
の
使
用
契
約
を

行
い
ま
す
。

問　
東
郷
仮
設
店
舗
は
今
年

３
月
末
ま
で
の
契
約
と
な
っ

て
い
る
が
、
引
越
し
先
が
決

ま
ら
ず
、
３
月
末
の
引
越
し

は
厳
し
い
と
い
う
事
業
主
が

い
る
。
本
町
の
考
え
は
。

町
長　
住
民
か
ら
の
通
報
が

あ
っ
た
場
合
、
現
地
確
認

し
、
問
題
が
あ
る
と
判
断
し

た
時
は
所
有
者
に
注
意
喚
起

と
適
正
管
理
を
要
請
し
て
い

ま
す
。

問　
本
町
の
空
き
家
は
平
成

25
年
度
は
何
戸
把
握
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
特
定
空
き
家

は
何
戸
把
握
し
て
い
る
か
。

町
長　
現
時
点
で
は
把
握
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
空
き
家
対

策
特
措
法
に
よ
る
空
き
家
に

関
す
る
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
関
係
法
令
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
そ
れ
ら
に
即
し

て
把
握
に
努
め
ま
す
。

問　
昨
年
11
月
に
特
措
法
が

成
立
し
た
が
、
成
立
以
前
の

本
町
で
の
空
き
家
対
策
は
。

四　
宮　
規　
彦  

議
員

鈴　
木　
邦　
昭  

議
員

避
難
道
路 平成30年度完成目標
橋本堀添線の工事完了年度は

鳥の海湾
防災緑地整備

鳥
の
海
湾
に
５
㍍
の
壁

か
さ
上
げ
工
事
の
内
容
は

特
措
法
に
基
づ
き
対
応

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

再
延
長
の
使
用
契
約
を
す
る

東
郷
仮
設
店
舗
の
引
越
し

に
つ
い
て

危機管理マニュアルで定めている
校内での暴漢に対する安全対策は

年間　約20億円を見込んでいる
太陽光発電事業の事業収入は

避難道路（橋本堀添線）

鳥の海湾岸危険な空き家
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町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい一 般 質 問 一 般 質 問

く
生
き
る
亘
理
っ
子
」
の
育

成
を
目
標
と
す
る
内
容
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
小
・
中
学
校
図
書
館
へ

の
司
書
の
配
置
状
況
は
。

教
育
長　
被
災
し
た
学
校
図

書
の
整
理
や
、
子
ど
も
た
ち

に
読
書
を
す
る
習
慣
を
身
に

付
け
さ
せ
た
い
と
い
う
学
校

か
ら
の
強
い
要
望
が
あ
り
、

４
月
よ
り
学
校
図
書
館
支
援

員
と
し
て
臨
時
職
員
３
人
を

採
用
し
ま
す
。

再
質
問　
ど
こ
の
学
校
に
配

属
さ
れ
る
の
か
。

教
育
長　
亘
理
小
学
校
、
荒

浜
小
学
校
、
長
瀞
小
学
校
に

配
属
し
ま
す
。

問　
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
本
町

の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　
27
年
度
中
に
亘
理

町
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
会

議
を
立
ち
上
げ
、
計
画
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

　
計
画
の
期
間
は
28
年
度
か

ら
32
年
度
ま
で
の
５
カ
年
と

し
、「
心
豊
か
で
た
く
ま
し

問　

策
定
し
て
い
く
上
で
、

専
門
部
会
の
設
置
は
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長　
役
場
全
体
に
か
か
わ

る
こ
と
で
す
の
で
、
既
存
組

織
で
あ
る
企
画
調
整
会
議
を

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

再
質
問　
庁
舎
内
の
女
性
職

員
や
若
手
職
員
を
活
用
す
る

考
え
は
。

町
長　
計
画
を
進
め
て
い
く

に
は
多
様
な
価
値
観
が
必
要

に
な
る
と
考
え
ま
す
の
で
、

若
手
職
員
の
活
用
も
十
分
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

問　
地
方
版
総
合
戦
略
策
定

の
方
向
性
は
。

町
長　
地
域
の
特
色
や
資
源

を
生
か
し
た
身
近
な
施
策
を

幅
広
く
総
合
戦
略
に
盛
り
込

ん
で
い
き
ま
す
。

後
世
に
伝
え
る
施
設
が
既
に

整
備
さ
れ
、
改
め
て
震
災
記

念
施
設
建
設
の
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
こ
れ
ら
の

既
存
施
設
を
学
校
防
災
教
育

や
観
光
事
業
へ
の
活
用
も
検

討
し
、
被
災
地
の
復
興
を
目

指
し
、
東
日
本
大
震
災
を
尊

い
教
訓
と
し
て
町
民
の
方
々

と
共
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

問　

荒
浜
の
「
鎮
魂
の
杜
」

は
今
後
、
二
線
堤
建
設
で
移

設
す
る
よ
う
に
な
る
と
思
う

が
。

町
長　
県
道
荒
浜
港
今
泉
線

の
か
さ
上
げ
道
路
整
備
事
業

で
は
、
敷
地
の
一
部
が
道
路

敷
の
り
面
と
な
る
予
定
で
す

が
、
現
時
点
で
は
施
設
を
移

設
す
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問　
震
災
発
生
か
ら
４
年
が

経
過
し
、
復
興
計
画
事
業
が

本
格
化
し
、
順
調
に
進
捗
し

て
い
る
。
町
と
し
て
、
復
興

へ
の
誓
い
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
へ
の
想
い
、
遺
族
の
拠

り
所
と
し
て
震
災
記
念
施
設

建
設
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
本
町
に
は
荒
浜
、
開

墾
場
地
区
の
２
カ
所
に
「
鎮

魂
の
杜
」
と
「
お
地
蔵
さ

ん
」
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
改
め
て
震
災
記
念
施

設
を
建
設
す
る
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
。

再
質
問　
本
町
で
は
震
災
遺

構
を
保
存
す
る
計
画
は
な
い

よ
う
だ
が
、
警
告
と
し
て
後

世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

も
、
建
物
を
建
設
し
、
そ
の

中
に
鎮
魂
碑
を
納
め
、
映
像

や
写
真
を
展
示
し
、
学
校
の

防
災
教
育
や
観
光
事
業
に
利

活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
甚
大
な
津
波
被
害
を

問　
避
難
道
路
整
備
事
業
に

伴
う
用
地
取
得
状
況
で
、
復

興
計
画
に
影
響
は
出
て
い
な

い
か
。

町
長　
復
興
事
業
に
か
か
る

用
地
買
収
は
現
時
点
で
は
大

き
な
遅
れ
は
生
じ
て
い
な
い

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
取
得
す
る
予
定
地
に
は
、

未
相
続
地
、
所
有
者
が
不
明

な
土
地
、
抵
当
権
等
の
抹
消

手
続
が
必
要
な
土
地
が
あ

り
、
時
間
を
要
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

佐　
藤　
　
　
實  

議
員

佐　
藤　
ア　
ヤ  

議
員

建
設
計
画
は
な
い

震
災
メ
モ
リ
ア
ル
施
設
の
建
設
は

４
月
よ
り
図
書
館
支
援
員
３
人
を
採
用
す
る

小・中
学
校
図
書
館
に
司
書
の
配
置
は

大きな遅れは出ていないと認識
復興事業にかかる用地取得の進捗は

問　

昨
年
12
月
末
に
政
府

は
、
日
本
の
人
口
の
現
状
と

将
来
の
姿
を
示
し
、
今
後
目

指
す
べ
き
将
来
の
方
向
を
提

示
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
、
こ
れ
を
実
施
す
る
た

め
、
今
後
５
カ
年
の
目
標
や

施
策
や
基
本
的
方
向
を
提
示

す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
閣
議

決
定
し
た
。
本
町
に
お
け
る

国
が
示
し
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

と
総
合
戦
略
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

町
長　
本
町
で
も
少
子
高
齢

化
に
伴
う
人
口
減
少
は
避
け

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
策
定
さ
れ
る
宮

城
県
の
計
画
と
連
携
し
な
が

ら
27
年
度
中
に
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
と
地
方
版
総
合
戦
略
を
策

定
し
ま
す
。

27年度中に人口ビジョンと総合戦略を策定
本町での地方創生の取り組みは

図書館での読み聞かせの様子鎮魂の杜（荒浜地区） お地蔵さん（長瀞小学校跡地）
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で
方
向
性
を
決
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
へ
の
依
頼

に
つ
い
て
も
、
そ
の
中
で
検

討
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
基
本
的
な
経
営
形
態
は
公

設
民
営
が
ベ
タ
ー
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
も
う
少
し
時
間

を
か
け
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

の
手
法
で
は
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
も
う
少
し
正
確
な
数

字
の
中
で
把
握
し
て
い
き
た

い
。

問　
今
後
の
運
営
方
針
（
経

営
形
態
を
含
む
）
に
つ
い

て
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
に
依
頼
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海

運
営
委
員
会
や
検
討
委
員
会

問　
平
成
26
年
10
月
か
ら
平

成
27
年
３
月
末
ま
で
の
営
業

状
況
は
。

町
長　
利
用
人
数
は
約
７
万

人
、
利
用
収
入
は
３
２
０
０

万
円
、雑
入
は
１
３
５
万
円
、

管
理
運
営
費
は
４
５
５
１
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問　
経
営
内
容
を
把
握
す
る

た
め
、
損
益
計
算
書
を
作
成

し
て
は
ど
う
か
。

　
で
き
れ
ば
月
次
決
算
書
ま

で
作
成
し
、
常
に
正
確
な
数

字
を
把
握
し
、
次
の
展
開
に

持
っ
て
い
っ
て
は
。

町
長　
営
業
に
つ
い
て
の
日

計
表
は
担
当
課
に
お
い
て
詳

細
に
作
成
し
、
随
時
確
認
し

て
い
ま
す
。

問　
出
納
検
査
で
は
未
払
金

や
未
収
金
は
わ
か
ら
な
い
。

ど
う
し
て
も
損
益
計
算
書
が

必
要
で
は
な
い
か
。
企
業
会

計
の
導
入
を
検
討
し
て
は
。

町
長　
損
益
計
算
書
も
一
つ

10
万
円
の
補
助
金
交
付
予
定

で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
町
民
号
」
の
運
行

も
検
討
事
項
の
一
つ
に
加
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問　
日
出
町
に
つ
い
て

は
い
つ
頃
ま
で
に
ご
回
答
い

た
だ
け
る
の
か
。

町
長　
新
年
度
か
ら
実
施
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

問　
昨
年
11
月
に
大
分
県
日

出
町
と
友
好
都
市
を
締
結
し

た
。

　
今
後
、
交
流
を
深
め
る
た

め
に
「
※
町
民
号
」
を
復
活

し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
現
在
、
北
海
道
伊
達

市
と
町
内
団
体
が
交
流
を
行

う
際
に
、
補
助
金
と
し
て
１

団
体
当
た
り
７
万
２
千
円
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
大
分
県
日
出
町
と
の
交
流

事
業
に
つ
い
て
も
、
１
団
体

的
文
化
遺
産
と
し
て
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
「
渋
谷
家
の
石
蔵
」
は

大
正
時
代
の
建
築
で
あ
り
、

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

教
育
長　
「
渋
谷
家
石
蔵
」

は
当
時
の
大
学
教
授
が
設
計

し
た
も
の
で
あ
り
、
大
震
災

の
津
波
に
も
流
さ
れ
る
こ
と

な
く
残
っ
て
お
り
、
歴
史
的

な
建
造
物
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
個
人

所
有
の
建
造
物
で
す
の
で
、

町
の
判
断
だ
け
で
保
存
や
活

用
な
ど
は
進
め
ら
れ
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
荒
浜
舟
運
で
繁
栄
し
た

文
化
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

有
形
文
化
財
と
し
て
保
存
、

活
用
す
る
事
も
一
つ
の
手
法

で
は
。

教
育
長　
個
人
所
有
の
貴
重

な
建
築
物
で
す
が
、町
の
財
産

の
一
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
町
の
文
化
財
保
護

委
員
や
関
係
機
関
の
方
々
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
文
化

財
指
定
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

教
育
長　
資
料
は
江
戸
家
の

所
有
物
で
あ
り
、
企
画
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
全
国
か

ら
興
味
あ
る
方
々
に
来
館
い

た
だ
き
大
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
同
様
の
企
画

展
を
開
催
し
、
学
校
教
育
の

中
で
子
ど
も
た
ち
が
著
名
な

作
品
に
触
れ
る
機
会
を
設
け

る
よ
う
校
長
会
等
で
話
し
て

い
き
ま
す
。

問　

御
城
米
役
人
「
武
者

家
」
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー

事
業
で
預
か
っ
た
資
料
は
。

教
育
長　
町
指
定
有
形
文
化

財
２
点
が
被
災
か
ら
免
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
古
文
書
、
書
籍
、

調
度
品
な
ど
１
０
０
点
余
り

の
資
料
を
救
出
し
、
保
存
処

理
を
施
し
て
、
郷
土
資
料
館

に
一
時
保
管
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
、
亘
理
伊
達
家
に

関
す
る
貴
重
な
資
料
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
歴
史

紙
や
は
が
き
が
４
０
０
点
ほ

ど
見
つ
か
り
ま
し
た
。

問　
洗
浄
と
修
復
処
理
は
ど

の
程
度
終
了
し
た
の
か
。

教
育
長　
救
出
後
３
年
間
で

洗
浄
か
ら
保
存
処
理
は
全
て

終
了
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
貴
重
な
資
料
か
ら
、
専

門
的
な
技
術
と
多
額
の
予
算

が
伴
い
ま
す
の
で
、
専
門
家

と
相
談
し
な
が
ら
、
宮
城
県

や
関
係
機
関
の
協
力
を
得

て
、慎
重
に
進
め
て
い
ま
す
。

問　
今
後
の
文
豪
遺
産
の
活

用
は
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
に
お

け
る
情
操
教
育
で
の
利
活
用

は
。

問　
今
回
見
つ
か
っ
た
「
江

戸
清
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の

生
原
稿
と
書
簡
の
概
要
は
。

教
育
長　
被
災
地
で
の
貴
重

な
文
化
遺
産
を
守
る
べ
く
、

県
支
援
に
よ
る
レ
ス
キ
ュ
ー

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
荒
浜
旧
家
の

江
戸
家
か
ら
多
く
の
資
料
救

出
が
で
き
、
郷
土
資
料
館
で

一
時
的
に
保
管
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
資
料
は
全
部

で
２
万
点
を
超
え
、
中
に
は

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活

躍
さ
れ
た
夏
目
漱
石
や
芥
川

龍
之
介
、
与
謝
野
晶
子
と

い
っ
た
著
名
な
作
家
の
貴
重

な
生
原
稿
が
２
４
０
点
、
手

高　
野　
　
　
進  

議
員

佐　
藤　
正　
司  

議
員

わたり温泉
の運営方針

経
営
形
態
は
公
設
民
営
が
ベ
タ
ー

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
に
依
頼
を

貴
重
な
資
料　
専
門
家
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
る

被
災
旧
家
に
残
る
遺
産
の
保
存
は

大分県日
ひ

出
じ

町との交流団体に10万円補助
友好都市交流に「町民号」復活を

※
町
民
号

Ｊ
Ｒ
の
利
用
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和

57
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で

運
行
さ
れ
た
。

当
初
は
町
で
募
集
等
を

行
い
、
北
海
道
や
九
州
方

面
に
行
き
、
大
好
評
で

あ
っ
た
。
途
中
か
ら
Ｊ
Ｒ

東
日
本
で
行
な
う
こ
と
に

な
っ
た
。

再開したわたり温泉鳥の海修復、展示された掛け軸

城址からの眺め（日出町）
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問　
地
区
体
育
館
の
洋
式
ト

イ
レ
の
整
備
状
況
は
。

教
育
長　
佐
藤
記
念
体
育
館

は
女
子
ト
イ
レ
が
２
カ
所
、

男
子
ト
イ
レ
は
多
目
的
ト
イ

レ
が
１
カ
所
、
吉
田
体
育
館

は
多
目
的
ト
イ
レ
が
１
カ

所
、
荒
浜
体
育
館
は
男
女
１

カ
所
ず
つ
、
逢
隈
Ｂ
＆
Ｇ
体

育
館
は
女
子
ト
イ
レ
が
１
カ

所
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　
逢
隈
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
の

男
子
ト
イ
レ
の
一
部
を
洋
式

ト
イ
レ
に
整
備
し
て
は
。

教
育
長　
ト
イ
レ
の
ス
ペ
ー

ス
を
考
慮
し
、
利
用
者
の
意

向
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

り
荒
浜
体
育
館
と
吉
田
体
育

館
が
一
時
使
え
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
を
受
け
、

各
地
区
住
民
対
象
か
ら
全
町

民
対
象
に
変
更
し
ま
し
た
。

問　
各
地
区
体
育
館
の
使
用

状
況
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

平
準
化
は
図
れ
な
い
の
か
。

教
育
長　

体
育
館
の
利
用

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
が

目
的
に
沿
っ
て
使
用
す
る
た

め
、
平
準
化
は
難
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　
震
災
前
に
実
施
し
て
き

た
各
教
室
の
開
講
を
望
む
声

が
あ
る
。
健
康
づ
く
り
の
点

か
ら
も
開
講
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

教
育
長　
震
災
前
に
実
施
し

て
い
た
事
業
は
見
直
し
を
行

い
、
各
地
区
住
民
を
対
象
と

し
た
事
業
か
ら
全
町
民
を
対

象
と
し
た
事
業
に
変
更
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

再
質
問　
な
ぜ
全
町
民
を
対

象
と
し
た
社
会
事
業
に
し
た

の
か
。

生
涯
学
習
課
長　
震
災
に
よ

の
考
え
方
で
、
こ
の
事
業
で

発
電
さ
れ
た
電
力
を
、
町
民

の
暮
ら
し
や
町
内
の
生
産
活

動
に
活
用
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

元
に
貢
献
す
る
と
し
て
い
る

が
、
具
体
的
に
は
。

企
画
財
政
課
長　
売
電
総
額

の
５
％
、
20
年
間
で
１
億
７

千
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。
基
金
に
積
み
立
て
、
排

水
機
場
の
運
転
費
、
６
次
産

業
の
推
進
に
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
雇
用
創
出
の
期
待
が
持

て
る
が
。

企
画
財
政
課
長　
電
気
主
任

技
術
者
兼
管
理
人
１
人
を
地

元
優
先
で
雇
用
し
ま
す
。
他

に
パ
ネ
ル
清
掃
や
草
刈
等
を

業
務
委
託
し
、
１
回
あ
た
り

20
人
～
30
人
の
雇
用
計
画
と

聞
い
て
い
ま
す
。

問　
町
長
は
「
い
ず
れ
は
町

内
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給

自
足
に
つ
な
げ
た
い
」
と
述

べ
て
い
る
が
、具
体
的
に
は
。

町
長　
現
在
の
制
度
上
で
は

難
し
い
で
す
が
、
将
来
的
に

可
能
で
あ
れ
ば
、
地
産
地
消

問　
町
と
し
て
、
太
陽
光
発

電
施
設
を
誘
致
す
る
位
置
づ

け
は
。

町
長　
亘
理
町
震
災
復
興
計

画
の
事
業
と
し
て
、
吉
田
東

部
地
区
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
誘
致
を
図
る
も
の
で

す
。

問　
年
間
売
電
額
と
総
事
業

費
は
。

企
画
財
政
課
長　
年
間
20
億

円
、
土
地
取
得
費
は
農
地
10

㌃
40
万
円
、
56
㌶
で
２
億

円
、
残
り
が
設
備
投
資
で
総

額
２
０
０
億
円
と
聞
い
て
い

ま
す
。

問　
亘
理
町
に
納
税
さ
れ
る

税
金
の
概
算
額
は
。

企
画
財
政
課
長　
20
年
間
で

固
定
資
産
税
17
億
４
８
０
０

万
円
、
法
人
税
が
３
億
８
６

０
０
万
円
の
合
計
21
億
３
４

０
０
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。

問　
売
電
収
入
の
一
部
を
地

道
相
馬
亘
理
線
の
見
直
し
計

画
な
ど
が
あ
り
、
県
の
動
向

を
見
て
い
ま
す
。

問　
県
道
の
整
備
が
終
わ
る

年
度
は
。

教
育
長　

所
管
が
県
で
あ

り
、
何
年
に
な
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
公
認
コ
ー
ス
検
定

は
次
年
度
以
降
、
陸
上
協
会

と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

問　
27
年
度
か
ら
陸
上
競
技

場
の
整
備
が
始
ま
る
。
駅
伝

コ
ー
ス
と
一
体
的
に
考
え
、

日
本
陸
連
の
公
認
を
取
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

生
涯
学
習
課
長　
最
低
の
公

認
は
取
れ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問　
高
校
駅
伝
の
里
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
亘
理
町

で
の
大
会
。
震
災
後
は
栗
原

市
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
４

年
が
過
ぎ
る
が
早
急
に
新
公

認
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
設
定

を
し
て
、
地
元
開
催
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
長　
以
前
の
コ
ー
ス
で

再
公
認
検
定
を
受
け
、
活
用

す
る
の
が
も
っ
と
も
早
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
県

髙　
野　
孝　
一  

議
員

小　
野　
一　
雄  

議
員

地
区
体
育
館 地区住民対象から全町民対象へ
生涯スポーツの振興について

太陽光発電
施設の誘致

税
収　
20
年
間
で
21
億
円

町
へ
の
貢
献
は

以前のコースで公認検定を協議
新公認マラソンコースの設定は

地
区
体
育
館
の
設

備
に
つ
い
て

太陽光発電施設完成イメージ図

わたり復興マラソン

生涯学習施設（Ｂ＆Ｇ海洋センター）
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企
画
財
政
課
長　
改
修
に
つ

い
て
は
今
後
の
利
用
形
態
等

を
考
え
な
が
ら
、
交
流
セ
ン

タ
ー
所
長
と
協
議
し
て
、
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
現
在
、
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
同
じ
ス
ペ
ー
ス
で
業
務
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
こ

の
体
制
を
維
持
で
き
る
の

か
。

町
長　
大
変
良
好
な
関
係
で

事
業
が
円
滑
に
進
ん
で
お

り
、
今
後
も
こ
の
体
制
を
維

持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
等
に
つ

い
て
は
逢
隈
地
区
の
今
後
の

人
口
増
加
等
の
推
移
を
見
な

が
ら
、検
討
し
て
い
き
ま
す
。

が
親
し
く
交
流
で
き
る
唯
一

の
施
設
で
あ
り
、
最
も
重
要

視
さ
れ
る
べ
き
場
所
で
あ

る
。
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
は

地
域
の
交
流
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
形
成
を
図
り
、
地
域

に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と

連
携
し
、
効
果
的
、
効
率
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
と

い
う
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

町
長　
地
区
の
住
民
生
活
を

大
事
に
し
よ
う
と
い
う
本
町

と
し
て
の
伝
統
的
な
発
想
が

基
に
な
っ
て
い
ま
す
。

再
質
問　
地
域
に
親
し
ま
れ

る
施
設
づ
く
り
を
目
指
す
な

ら
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

利
用
可
能
な
施
設
と
し
て
、

改
修
す
べ
き
で
は
。

町
長　
復
興
事
業
に
専
念
し

て
い
る
現
在
、
財
政
的
に
非

常
に
厳
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

再
質
問　
改
修
が
無
理
で
あ

れ
ば
、
古
い
備
品
の
見
直
し

や
、
収
納
可
能
な
舞
台
を
備

え
る
な
ど
改
善
策
も
と
れ
る

の
で
は
。

問　
「
働
く
婦
人
の
家
」
は

昭
和
58
年
に
建
設
さ
れ
、
現

在
は
逢
隈
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
ま
す
ま
す
施

設
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、

逢
隈
地
区
の
人
口
は
増
加
し

て
お
り
、
様
々
な
活
動
を
行

う
た
め
の
広
さ
が
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対

処
す
る
べ
く
改
修
を
視
野
に

入
れ
た
構
想
を
進
め
る
べ
き

で
は
。

町
長　
町
内
に
は
他
に
十
分

な
広
さ
を
確
保
で
き
る
施
設

が
あ
り
ま
す
。
多
少
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
そ
れ

ら
の
施
設
を
利
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問　
逢
隈
地
区
の
人
口
が
１

万
人
を
超
え
た
現
在
、「
働

く
婦
人
の
家
」
は
地
区
住
民

深
ま
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
制
定

は
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

問　
町
か
ら
独
立
し
た
、
子

ど
も
に
寄
り
添
う
相
談
組
織

が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
相
談
に
乗
る
機
関
と

い
う
の
は
ぜ
ひ
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
き
ま

し
て
は
人
選
も
非
常
に
大
事

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

し
、
様
々
な
可
能
性
を
探
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問　
子
ど
も
に
対
す
る
施
策

を
総
合
的
、
計
画
的
に
実
施

す
る
た
め
に
、
住
民
の
参
加

を
促
し
つ
つ
、
子
ど
も
の
権

利
条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う

か
。

町
長　
子
ど
も
の
権
利
条
例

の
考
え
に
つ
き
ま
し
て
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
内
容
を
広
く
周
知
し

て
い
く
こ
と
で
、
町
民
の
参

加
や
協
力
を
促
し
、
子
ど
も

の
人
権
に
つ
い
て
も
理
解
が

の
権
利
に
関
す
る
啓
発
、
子

ど
も
の
人
権
教
育
の
実
施
、

人
権
相
談
事
業
な
ど
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

問　
子
ど
も
議
会
な
ど
緊
張

感
を
持
っ
て
考
え
る
力
を
つ

け
る
場
を
設
け
て
は
ど
う

か
。

教
育
長　
今
年
度
の
総
括
と

次
年
度
の
実
施
事
項
を
話
し

合
う
た
め
、
第
２
回
目
の
子

ど
も
サ
ミ
ッ
ト
を
実
施
し
ま

す
。
そ
こ
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
活
発
に
自
分
の
意
見
を

発
表
し
合
い
、交
流
を
深
め
、

結
論
を
得
る
事
と
し
て
い
る

の
で
、
全
く
子
ど
も
た
ち
の

会
議
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り

問　
本
町
の
町
民
に
対
す
る

子
ど
も
の
権
利
普
及
へ
の
取

り
組
み
状
況
は
。

町
長　
平
成
25
年
度
は
、
町

内
保
育
所
、
幼
稚
園
に
お
い

て
、
保
護
者
や
年
長
児
を
対

象
に
し
た
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
子
ど
も
の
権
利
に
関
す

る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
に
お
き
ま
し

て
、
施
策
の
一
つ
と
し
て
児

童
の
人
権
の
確
保
を
盛
り
込

ん
で
お
り
、
啓
発
活
動
な
ど

を
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら

は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
中
で
、
子
ど
も

高　
橋　
　
　
晃  

議
員

百　
井　
い
と
子  

議
員

今
の
と
こ
ろ
制
定
は
考
え
て
い
な
い

子
ど
も
の
権
利
条
例
を
制
定
し
て
は

利用形態等を考えながら検討
働く婦人の家の改修構想は

働く婦人の家（逢隈地区）サッカー練習中の子どもたち（亘理運動場）

23 222015.５　わたり議会だより127号 2015.５　わたり議会だより127号



町政のここが聞きたい 一 般 質 問

鈴　
木　
洋　
子  

議
員

ま
す
。

問　
町
の
成
人
式
の
あ
り
方

や
企
画
運
営
に
つ
い
て
も
、

震
災
を
機
に
見
直
し
て
も
よ

い
時
期
に
な
っ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
。

教
育
長　
各
学
校
の
中
学
校

生
活
の
ビ
デ
オ
放
送
や
式
辞

の
披
露
、
記
念
品
受
領
と
20

歳
に
な
っ
た
成
人
者
の
方
々

が
、
責
任
を
持
っ
て
会
を
運

営
し
よ
う
と
い
う
決
意
の
表

れ
た
運
営
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

問　
親
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
も
成
人
式
の
中
で
取
り

組
ん
で
は
。

教
育
長　
成
人
式
の
中
で
は

町
長
か
ら
の
式
辞
や
来
賓
の

方
々
か
ら
の
祝
辞
、
恩
師
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
も
い

た
だ
い
て
お
り
、
大
変
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
親
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
家
庭
で
直

接
子
ど
も
に
送
る
方
法
で
も

十
分
対
応
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
実
行
委
員
会
で
ど
の
よ

う
な
判
断
を
す
る
か
、
新
成

人
の
考
え
に
任
せ
て
い
き
ま

す
。

問　
震
災
の
事
を
後
世
に
教

訓
と
し
て
残
し
、
風
化
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、
成
人
式
や

小
・
中
学
校
の
卒
業
式
な
ど

で
黙
と
う
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。

町
長　
成
人
式
で
は
式
典
の

内
容
や
記
念
品
の
中
身
な
ど

す
べ
て
を
成
人
式
実
行
委
員

会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、
町
か
ら
強
要
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
卒

業
式
に
黙
と
う
を
行
う
こ
と

も
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

再
質
問　
町
内
で
は
３
０
６

人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。

様
々
な
式
典
に
お
い
て
黙
と

う
を
行
い
、
後
世
に
伝
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
黙
と
う
を
す
べ
き
行

事
で
は
今
後
も
続
け
て
い
き

１月分
№ 内　　　　容 支出金額

1 宮城県隊友会亘理支部新春懇談会会費 5,000円

2 兵庫県淡路市阪神・淡路大震災20年事業出席時土産代 3,386円

3 兵庫県淡路市議会主催懇談会会費 10,000円

4 第25回えんころ節全国大会亘理町議会議長賞トロフィー代 3,834円

5 あぶくま青年会議所新年賀詞交歓会会費 5,000円

１月分計　　5件 27,220円

２月分
№ 内　　　　容 支出金額
1 農政懇談会会費 10,000円

2 仙南・亘理地方町議会議長会議会費 5,000円

3 亘理警察官友の会新春懇親会会費 5,000円

4 ソフトバレー・ウィンターフェスティバルinわたり大会祝儀 3,000円

5 羽生積水株式会社　東北工場竣工祝賀会会費 10,000円

２月分計　　5件 33,000円

３月分
№ 内　　　　容 支出金額

1 山佐株式会社立地協定締結懇談会会費 5,000円

2
3.11亘理町合同追悼式出席時
土産代（大分県日出町、同町議
会、兵庫県淡路市、同町議会）

18,545円

3 3.11亘理町合同追悼式生花代 20,000円
３月分計　　3件 43,545円

議長交際費を公開します
議長が議会の対外的活動をするために要する経費を議長交際費といいます。各団体の総会、式典の会費が主な
ものです。

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
◆ 次の定例会は

役場仮設庁舎2階大会議室で行われますので、お気軽にお越しください。

6月10日（水）～6月15日（月）の予定です。
そのうち一般質問は６月13日（土）、14日（日）を予定しています。

実行委員会で決定している
成人式の運営について

請願・陳情

内　　　　　　　容 提　　出　　者 対　応

農協改革をはじめとした「農業改革」に関する請願 宮城県農業協同組合連合会労働組合
中央執行委員長� 木　村　純　一

産業建設常任
委員会に付託

平成28年度公立中学校使用「歴史・公民教科書」
の採択に関する陳情書

新しい歴史教科書をつくる会
宮城県支部支部長� 饗　庭　道　弘 議員に配付

平成27年度亘理町補助金要望書 亘理山元商工会
会長� 丸　谷　由　郎 議員に配付

外国人に参政権を与える条例の制定をしないこと
を求める陳情 � 星　野　節　子 議員に配付

人種差別を扇動するヘイトスピーチを禁止し処罰
する法律の制定を求める陳情書

在日本大韓民国民団宮城県地方本部
団長� 田　炳　　　樽 議員に配付

地方教育行政法の改正にともなう教育委員会制度
改革に関する陳情書

民主教育をすすめる宮城の会
代表� 太　田　直　道 議員に配付

平成27年　成人式

請願・陳情等
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株
式
会
社
東
北
プ
リ
ン
ト

３
月
後
半
か
ら
九
州
よ

り
日
本
の
さ
く
ら
前
線
は
ス

タ
ー
ト
し
た
よ
う
で
す
。
昨

年
12
月
に
強
い
冷
え
込
み
が

あ
り
桜
の
花
芽
は
比
較
的
ス

ム
ー
ズ
に
休
眠
か
ら
覚
め
、

２
月
以
降
の
気
温
が
や
や
高

め
と
な
っ
た
た
め
、
今
年
の

桜
は
東
日
本
で
は
平
年
よ
り

早
い
開
花
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
町
議
会
は
３
月
定
例

会
も
終
了
し
、
そ
の
中
で
平

成
27
年
度
予
算
を
議
員
全

員
で
審
査
し
、
27
年
度
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
を
議
会
だ
よ
り
に
掲

載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ま
に

読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
Ｋ
・
Ｓ
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長	

佐
藤　
正
司

副
委
員
長	

百
井
い
と
子

委　
　
員	

熊
田　
芳
子

�

鈴
木　
邦
昭

�

渡
邉　
健
一

�

高
野　
　
進

編
集
後
記

議会に関する詳しい内容は亘理町のホームページからもご覧になれます。

ht tp : / /www. town .wata r i .m iyag i . jp/

「
亘
理
に
も
お
宝
が
」
と

胸
が
沸
き
立
っ
た
。

そ
れ
は
震
災
に
よ
り
発
見

さ
れ
た
江
戸
家
の
秘
宝
で
あ

る
。
郷
土
資
料
館
に
て
展
示

さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
す
ぐ
様

足
を
運
ん
だ
。
名
の
あ
る
文

士
、
文
豪
等
の
遺
構
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
驚
嘆
す
る

ば
か
り
で
あ
る
。
手
の
届
か

ぬ
ガ
ラ
ス
の
上
か
ら
、
そ
の

時
代
へ
と
誘
わ
れ
て
行
く
よ

う
だ
っ
た
。
往
時
の
荒
浜
の

地
に
こ
の
よ
う
な
文
学
の
鼓

動
が
鳴
り
響
い
て
い
た
と
は

知
る
由
も
な
く
、
事
実
、
江

戸
家
と
ハ
ガ
キ
や
書
簡
の
や

り
取
り
が
あ
っ
た
こ
と
さ
え

驚
き
で
あ
る
。

ま
た
、
高
橋
勝
蔵
と
い
う

亘
理
町
出
身
の
画
家
の
作
品

に
出
会
っ
て
、
感
動
を
新
た

に
し
、誇
ら
し
げ
に
思
え
た
。

明
治
維
新
後
、
北
海
道
の

伊
達
市
に
移
住
し
た
よ
う

だ
。
も
っ
と
詳
し
い
痕
跡
が

知
り
た
い
と
思
っ
た
が
、
資

料
も
な
く
、
私
の
探
究
心
は

と
ん
挫
し
て
し
ま
っ
た
。

震
災
を
き
っ
か
け
に
貴
重

な
文
化
財
が
発
見
さ
れ
る
一

方
で
、
地
下
に
眠
っ
て
し

ま
っ
た
お
宝
も
数
多
く
あ
る

だ
ろ
う
。
い
つ
の
世
も
失
う

物
あ
れ
ば
得
る
物
も
あ
る
。

大
自
然
の
驚
異
は
私
た
ち
に

何
か
を
問
う
て
い
る
。

太だ

細さ
い　

悦え
つ

子こ 

さ
ん

（
新
町
南
在
住
）

江
戸
家
の
秘
宝
を
鑑
賞
し
て

私 も ひ と こ と

私
が
就
農
し
て
か
ら
40
数

年
稲
作
畜
産
の
複
合
経
営
を

し
て
い
ま
す
。
米
政
策
に
対

し
て
は
少
子
化
や
食
生
活
の

変
化
に
伴
い
、
１
人
当
た
り

の
米
消
費
量
は
下
落
し
て
い

ま
す
。
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
26
年
産
の
米
価
は
再
生

産
も
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
の
低

価
格
と
な
り
ま
し
た
。
需
給

動
向
で
価
格
形
成
が
行
わ
れ

る
こ
と
は
仕
方
な
い
こ
と
で

す
が
、
国
で
は
自
給
率
向
上

を
謳う

た

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
全
体
の
食
糧
自
給
率

は
農
産
物
全
体
で
過
去
４
年

間
平
均
39
％
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
外
国
農
産
物

の
関
税
引
き
下
げ
や
自
由
化

を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
外
国
産
物
は
安
全
性
に

欠
け
、
国
民
の
健
康
に
影
響

が
出
る
の
で
は
と
憂
慮
せ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。

私
た
ち
農
家
の
現
場
営
農

に
つ
い
て
、
も
っ
と
考
え
て

い
た
だ
き
、
反
映
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

佐さ

藤と
う　

洋よ
う

一い
ち 

さ
ん

（
早
川
在
住
）

厳
し
さ
を
増
す
農
業
経
営


